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• Ultra-Diffuse Galaxies (UDGs)
• 銀河団に付随して見られる銀河種族。
• 普通の銀河と同程度の大きさでありながら、質量は2-3桁小さい。
• 明確な基準は無い。→ データ・手法によっては異なる進化を経た種族が混
ざってしまう恐れがある。

• シミュレーションでは、銀河団内UDGの50%は潮汐作用で形成され、銀河団
中心に多く見られる。

• 起源・形成過程

• Internal: retention of high spin halo(?), stellar feedback
• External: 潮汐相互作用やtidal heating(運動エネの増加?)による星構造の膨張
→ JWSTの集光力と近赤外線感度によって、より昔（＝formation epochに近
い？）UDGを静止系可視で調べる。

◆ JWSTの驚異的な性能により、UDGの観測がさらに促進される。
◆ UDGの定義や波長間の差異 (→ 形態進化？) の研究も今後進める。

Abell 2744周囲で検出した天体の
HST/F814WとJWST/F200Wでの
← Fig 1: 表面輝度μe

↓Fig.3: 有効半径Re

• ■＝HSTでもUDGとIDされていたもの

• F200Wの方が明るく(∆μ~0.41)大きい

(∆R~114%)。

• 波長や基準によってはUDGとIDされない

ことも。

←Fig2: 本研究でのUDG選択基準
境界付近のnon-UDGもtidal 

heatingを受けてUDGに進化する
可能性もある。

Fig.6: UDGのMs-Re分布→
• Non-UDGはlow-mass QG (■, 

■) に似た分布。
• UDGはMsによらずサイズはほぼ
一定。

• 同じMsではQGより~2.6倍大き
い → UDGとQGは異なる種族か。

左：UDG例 (@z~0.3):

右：Disturbed例: μe, Reは基準
を満たすが、GALFITのresidual

が大きかったもの。Ongoing 

merger? HSTでは左coreは見え
ない→heavily dusty?
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